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JOY RIDE

山弦

番組のスタイルを方向付ける
きっかけとなった「山弦」の名盤

3月26日生まれ。
10代の頃からモデルの仕事を始め、ファッション誌の専属モデル
を中心に活動。その後、地上波、CS放送などテレビの仕事も経
て、現在はラジオDJとしての活躍。邦楽専門番組『SUPER 
J-HITS　RADIO』は、FM802で1995年にスタート。2016年
からはタイトル・コンセプトもそのままにFM COCOLOで放送開
始、今年で25周年を迎えた長寿番組。加藤美樹の音楽（なかで
も邦楽）に関する知識は高く、アーティストからの信頼も厚い。
担当番組「SUPER J-HITS RADIO」（日曜 18:00-21:00）。
番組Twitter  @FMCOCOLO_SJR 

なら、
パソコン・スマートフォンで

FM COCOLOが無料でクリアに聴ける！

　「絶対に観ておいた方がいい。忙しい二人,次はいつになるかわからないよ」とある音楽プロデューサー
に教わり向かったのが、91年青山での「山弦」のライブ。ギタリスト・音楽プロデューサーとして日本の音
楽シーンを牽引する小倉博和＆佐橋佳幸のギターユニット。まさに山のような弦楽器を阿吽の呼吸で演
奏し、凄まじい技術を持ちながらいとも簡単に弾いて魅せる、そのステージの楽しいこと！この感動を関西
にも…と番組で企画し実現したのは７年後。小田和正、大貫妙子、桑田佳祐、佐野元春、藤井フミヤ、山下
達郎…お二人が共演されているアーティストからメッセージを戴き、生演奏も。番組終わりにCDを買いに
行った！というリスナーからのメッセージも忘れません。その後ミュージシャン、プロデューサー、作家たち
を特集するようになり、山弦との出会いがこの番組の芯を作り、音楽の楽しみ方に奥行きを齎してくれま
した。日本が誇るギタリストの洒落と温もりのある素晴らしい演奏をお楽しみください。

山弦（ヤマゲン） / 日本で最も忙しいスタジオミュージシャン、小倉博和と佐橋佳幸のアコースティックギター・ユニット「山弦」
デビュー作。 小倉博和は桑田佳祐などとのセッション、佐橋佳幸は渡辺美里などの作・編曲家としても有名だ。聴くと誰しも
が「素晴らしい」と唸るはず。

加藤  美樹

FM COCOLOは
『25/10 the Encounter』と言う
キャッチフレーズで出会いの素晴らしさを
再確認するキャンペーンを展開中

FM COCOLOの人気DJが
季節やテーマに合わせた音楽を紹介。FM COCOLO      CITYLIFE COCOLO音楽の Vol.18

M I K I  K AT O H

　日本神話に列島の誕生を読むと、『古事
記』ではイザナキとイザナミの神が結婚して、
大八島国を生みます。はじめに誕生したの
が淡路島。次いで四国。日本海側には隠
岐の島。さらに南へ下って九州。そして壱岐
から対馬へと。少し離れたところには佐渡島。
最後に本州が誕生します。大きな島が八つ
生まれたので、これを「大八島国」と呼んで
います。淡路島から対馬までの誕生を見て
いると、大阪湾を出発して、瀬戸内海を通り、
その目が東アジアへと向けられていることが
わかります。イザナキとイザナミの神は、この
他にも周辺に島 を々生み出しました。
　それ以前の地上はどうだったのか。世界
はまだわかく、水に浮かんでいる脂のようで、
クラゲのように漂っていたとあります。イザナ
キとイザナミの神は、天上の高天原から降り
てくるのですが、すぐには無理でした。天の
浮き橋というところに立って、天の沼矛をさ
しおろしてかきまわすと、コオロコオロと鳴り、
引き上げると、矛の先からしたたり落ちた潮
が積もって島になったといいます。自らでき
たのでオノゴロ島です。海をかきまわしたよう
に読むことができますね。
　この島はどこにあるのか？と尋ねられたら、
大八島国の誕生する順番から考えて、大阪
湾にあったと想像されます。もちろん潮でで
きた島なので、今探しに出かけても溶けてし

まっているのでしょうが・・・。イザナキとイザナ
ミの神は生み出した島に、土や石、川や木、
風など、私たちが生きていくために必要な自
然を次 と々誕生させていきます。私たちが生
活するすべてのものやことに神を見出して
いくと、八百万の神々がいるといわれても、
なるほどとうなずけます。今日でも私たちは、
家を建てる時に地鎮祭をし、水の中や大き
な岩等にお賽銭をあげていますから。
　さて、そうした国やさまざまな自然を生み出
した、イザナキとイザナミの神に会いに出か
けようと、地図を広げてみると、淡路島に
「伊弉諾神宮」があります。明石には「伊弉
冊神社」。大阪湾を取り囲むように、摂津国
にも目を向けてみると、北摂には吹田市に
伊射奈岐神社が二座もあり、訪ねることが
できます。いずれも式内社（平安時代に編
まれた『延喜式』の中に記されている神社）、
伝統ある神社です。

国生み神話を読みながら

梅花から「令和」を込めてコラム

COLUMU

現代訳から原文までを用いて『万葉集』に文学を
楽しむほか、『古事記』や『日本書紀』等に日本神
話や説話、古代史をわかりやすく読み解く。中京
大学大学院修了 博士（文学）。
著書に『大伴家持論 文学と氏族伝統一』おうふう 
1997年、『万葉集編纂論』おうふう 2007年、『北
大阪に眠る古代天皇と貴族たち 記紀万葉の歴史
と文学』梅花学園生涯学習センター公開講座ブッ
クレット 2010年。ほか執筆・講演・講座多数  

梅花女子大学教授  市瀬 雅之
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自然工作「森の材料でクリスマス飾りつくり」
かんばつ材、木の実、松ぼっくり、蔦（つた）や葉っぱをつかって
オーナメントやリースをつくってみませんか

日　時▶12月19日（土）
　　　　①11：00～12：15　②12：30～13：45　③14：00～15：15

定　員▶各回8名　※要事前申込み（先着順）

参加費▶200円（ひとり1種類）

場　所▶梅屋敷休憩所（箕面公園内）

自然観察会「落葉のしたの生きもの観察」
ひたすら落葉をめくって、これから冬を越す虫たちをさがしてみるよ
どんな虫がいるかな？

日　時▶12月20日（日）　10：00～12：00　雨天中止

集　合▶箕面公園昆虫館まえ

定　員▶20人　※要事前申込み（先着順）

対　象▶未就学児～小学生とその保護者 

参加費▶100円/ひとり

楽しむ、近くの低山ハイク「歩きおさめ、箕面の山」
今年の歩きおさめは箕面の山で！

予定コース▶教学の森・六個山方面　約9～10km

日　時▶12月27日（日）　10：00～15：00　雨天中止

集　合▶阪急箕面駅前

定　員▶10人　※要事前申込み（先着順）

対　象▶高校生以上

参加費▶100円/ひとり

【 ご来園、ご来館のまえに 】
新型コロナウイルス感染防止のための

お知らせとお願い
▶昆虫館は入館者数の制限をおこなっています
（再入館は不可、館内イベントの中止、館内一部コー
ナーの利用制限あり）
▶昆虫館の入館、見学時はマスクの着用をお願いします
▶検温をおこなっています。
▶入館、退館の際は手指の消毒をお願いします
（アルコール消毒液を設置しています）
▶屋外であっても、滝前など密集密接となる場所では
マスクを着用し予防しましょう。

開催中の企画展

「日本の蝶展」（標本展示）
会　期▶10月28日（水）～2021年3月29日（月）

休館日▶火曜日、年末年始（12月29日～1月3日）

入館料▶高校生以上280円　中学生以下：無料
障害者手帳の提示で本人と介助者1名：無料
※安心安全のため、お子様には
　保護者（大人の方）の同伴が必要です

すべて事前申込みが必要です・定員あり
問合せ・申込　072-721-3014（箕面公園管理事務所）

参加者
募集中

昆虫館

箕面公園いいね！プロジェクト〈イベント案内〉

山口 昭男
やまぐち   あきお

1955年 神戸市生まれ。
1980年「青」に入会。波多
野爽波に師事。2000年「ゆ
う」入会。田中裕明に師事。
編集担当。2010年俳誌「秋
草」を創刊し主宰する。毎月
発行。句集に『書信』『讀本』
『木簡』がある。2018年句集
『木簡』で読売文学賞受賞。
日本文藝家協会会員。
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【 俳句の応募方法 】
氏名・住所・年齢・明記のうえ、ハガキ、封書、FAX、
下記の応募フォームのいずれかからご応募ください。

〒566-0001 大阪府摂津市千里丘1-13-23　
株式会社シティライフNEW　俳句係まで
FAX 06-6368-3505

https://pro.form-mailer.jp/
fms/f413b102177160  

［ 宛先 ］ 

［ 応募フォーム ］ 

※締め切りは毎月25日必着　※いずれも一人5句まで
※掲載は次々号となります
※佳作は掲載をもって発表とさせていただきます。
※お名前と作品を掲載します。
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